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家庭科部では，令和 �年度に本校の全体テーマが「学びをあむ－新領域『てつがく創造活動』を中核

とする教育課程の開発－」となったことに伴い，部会テーマを「生活の探究からあみ直しへ」とした。

全体テーマである「学びをあむ」とは，自分の思いを大切にして，様々な人・もの・こととかかわりな

がら自己を更新し，新たなものを創り出していくことを指す。これを受けて部会テーマに示したよう

に，子どもたちには，家庭科の学習を通して自分自身の生活を見つめ直し，学習したことを生かして主

体的に行動し，自分なりのめあてに向かって柔軟に修正を繰り返しながら，新たなよりよい生活を創造

していける力を育みたい。�

このとき，解決の方法を多様にし，主体的に生活を創造していくためには，子どもたちができること

を増やしておくことが重要であると考えている。そのため，裁縫や調理の実習では，子どもたち一人ひ

とりが確実に技を身につけることを大切にしながら，授業実践に取り組んできている。�

㸦㸰㸧ᖺᗘࡢㄢ㢟ᖺᗘࡢ✲◊ࡢ㔜Ⅼ�

昨年度の研究から得られた課題は，学習の中で持続可能な社会の実現へのまなざしをいかに育んでい

くか，家庭科２年間の学習内容をあみ直してみることと，家庭科で育みたいメタ認知スキル・社会情意

的スキルについての考察を進めることであった。家庭科の学習を通して持続可能な社会の実現へのまな

ざしを育んでいくことは，大きく変化する社会と主体的に向き合い，よりよく生きるために，思考し，

行動する市民性を育むというてつがく創造活動の目標に繋がっている。また，本校の研究開発課題は，

新教科「てつがく創造活動」を中核に据え，メタ認知スキルや社会情意的スキルを育成する教育課程の

開発である。各教科での取り組みの成果を示すことが求められている。�

これらのことから今年度，重点的に取り組んだことは次に示す二点である。一点目は，授業実践を通

して家庭科のカリキュラム全体を持続可能な社会の実現へのまなざしをいかに育んでいくかという視点

で見直していくこと，二点目は，異学年との交流を意識させながら，相手意識を持った学習を継続的に

設定することにより，子どもたちにメタ認知スキル・社会情意的スキルを育む授業実践の試みである。�

ձ ᣢ⥆ྍ⬟࡞♫ࡢᐇ⌧࡚ࡅྥᏊ࠸ࡕࡓࡶၥࡍ┤ࡳ࠶ࢆ࠺�

昨年度までの研究から，持続可能な社会の実現への意識やその価値判断のもととなる感性を育むには

トピック的に 6'*V を取り上げるだけではなく，年間を通してくり返し意識づけを行いながらカリキュ

ラムを構成していくことが有効であることが明らかになった。表１は，今年度授業実践で子どもたちに

投げかけた問いをまとめたものである。�

⾲��� �࡞ၥࡢ࠸�

学年� 題材� 問い�

� 年� 家庭の仕事にはどのようなものがある

だろう（ガイダンス）�

・家庭の仕事をするとき，家の人はどんなことを気にしている？�

・家庭の仕事の中で地球環境に関わる仕事はどのようなものがある？�

お茶かおるさんのお悩みを解決しよう

（整理整頓）�

・整理整頓にはどんな効果がある？（図１）�

フードドライブの試みに参加しよう� ・家にある食品をリサーチして寄付できるものがあるか，家の人と話

をしてみよう�

・地球のために今，自分たちにできることは何だろう？�

買い物名人になろう� ・ものを買う時，どんなことを気にする？�

・チョコレートを買う時，どんなことを気にする？（附属高校生との

交流授業）�

� 年� ぞうきんを作ろう（ミシンの学習）� ・使い古しのタオルで作るぞうきんのよさは何だろう？�

6'*V 新聞の発表� ・企業や自治体等では今どんな取り組みをしているだろう？�
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フードドライブの試みに参加しよう� ・家の人や � 年生に活動の意⩏をఏえるには，どんな情ሗがᚲ要だろ

う？�

6'*V クイࢬを作ろう� ・これまで学んできたことの中で自分が大切だと思うことや，１年生

に知ってしいことは何だろう？�

ここに示した問いは一であり，家庭科のどの学習内容にも持続可能な社

会の実現に関わる内容がᏑᅾする。それは，生活を学ࡪ教科である家庭科だ

からこそのᚲ↛であり，ྠ時に社会の変化をᤊえて学習を変化させていくᚲ

要があることを示している。�

➹⪅が授業実践を通して問いを㏣究しているのは，問うことで子どもたちの

思考が↔点化されるとඹに，実習等が༢なる活動に⤊わることなく探究的な

学びになるからである。問いを㏣究し続けることは授業のあみ直しの㐃続で

あり，教ᖌ自身のメタ認知スキルに大きく関わっていると考える。��
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家庭科で育みたい，主体的な学びをᨭえるメタ認知スキル，社会情意的スキルを表 �にまとめた。�

⾲��� యⓗ࡞Ꮫࢆࡧᨭࡿ࠼ຊ㸦࣓ࢱㄆ▱ࣝ࢟ࢫ㸪♫ពⓗࡢࣝ࢟ࢫ╔┠㸧�

� メ タ 認 知 ス キ ル � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 社 会 情 意 的 ス キ ル � � � �

個 に よ る �

学 び の 場 面 �

�

協 働 的 な �

学 び の 場 面 �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

� �

� � � � � � � � � �

家庭科部のテーマにある生活の探究は，自分の生活を❧ちṆまっ

て┬察することからጞまる。そして家庭科の学習を生活に生かす上

では，身につけた技や，学習を通して気にするようになったことは

何かを意識化して行動することがᚲ要である。授業では自分にとっ

てのᙜたり๓を㐩と交流することで，͆よさ͇がᅛ定化されるこ

となく͆よりよさ͇の探究，生活のあみ直しへとつながっていく。

このように学びを生活に生かす家庭科の学習㐣程そのものにおい

て，メタ認知スキルは育まれると考える。また，実習のሙ㠃におい

ては，⢓りᙉさ，ἐ㢌すること，༠力するែ度等が育つ。�

ඛ㏙したように今年度は継続的に異学年とのかかわりを意識した学習に取り組み，その⤖果，昨年度

作成した表に㡯目（表中 $）を㏣加した。２（２）にグすように，�年生とのかかわりを意識した学習

を設定することで，相手（たてわり⌜で࣌を組んでいる �年生）のᛂをணしながら〇作をした

り，相手にわかるようにㄝ明しようとᕤኵしたりするጼが見られたからである。（図２）�

�
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授業⪅は，コࣟࢼ⚝௨㝆 6'*V を題材として取り上げてきており，子どもたちがᗈく地球の現≧や課

題について知り，今自分たちにできることを考え，ᑠさなことでも実行してみる⤒㦂には意があるこ

とを実感していた。一方で，こうした課題がどこか㐲いୡ⏺のことのような認識にとどまり，自分たち

の生活とのつながりが見えないままになっていたとの┬があった。授業ではこれまで主に調学習や

ᅗ ���ᩚ⌮ᩚ㡻ࡢᏛ⩦ࡋ⏕ࢆ

࡚ᩍᐊࡢ⎔ቃࢆぢ┤ࡍ � ᖺ⏕�

ᅗ ��㸯ᖺ⏕ࡾ⤠ࡢࢇࡁ࠺ࡒ᪉ࢆ� � � � � �

ᩍࡿ࠼ � ᖺ⏕�

ἐ㢌できる・ᴦしめる� だ ち と の 㐪 い を 受 け と

め ， よ り よ さ を ㏣ 究 し ，

自 分 な り に ᕤ ኵ す る こ と

ができる�

⢓りᙉくかかわり᭱ᚋまで

取り組むことができる�
自分や自分の生活をᨵめて

見つめ直し，課題を見出す

ことができる�
�

みんなのために今，自分ができ

ることを考えて，実行できる�

�

学習したことをどのように�

生 活 に 生 か す か 考 え ， 実 行

することができる�

�

相手のᛂをணしながら活

動することができる� $ � �

�
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発表というᙧで実践してきたが，学習ᚋに自分でເ㔠ができるᅋ体を探したり子ども会㆟に参加したり

する行動に発ᒎするጼがあったことから，授業として活動に参加する⤒㦂が有効なのではないか，との

思いを持っていた。�

今年度お茶のỈዪ子大学で発㊊した 6'*V ᥎進研究ᡤが，ࢭブン㸤イ࣍ールࢹンࢢスと㐃ᦠして

「フードドライブ�」の試みを行うことになった。そこでこの取り組みに，�年生，�年生がඹに参加し

たいと考えた。ᑠ学生が実㝿に食品を寄付するには，ಖㆤ⪅のྠ意を得るᚲ要がある。本授業ではま

㸴年生の子どもたちが昨年度の食品ࣟスの学習を生かしてಖㆤ⪅と，ࡎ �年生の子どもたちに向けて

びかけの手᭩きの࣏スターを作成した。�年生はこの࣏スターをしてಖㆤ⪅にフードドライブの取り

組みをఏえることとした。ここでは，�年生の学習を取り上げる。�

ղղ 㢟ᮦྡࠕᆅ⌫ࡵࡓࡢ⮬ศࡣࡇࡿࡁ࡛ࡀࡕࡓఱ࠺ࢁࡔ㸽㸫ࣈࣛࢻࢻ࣮ࣇཧຍ࠺ࡼࡋ㸫ࠖ�

ճճ Ꮫ⩦ᣦᑟィ⏬㸦ᤵᴗ࡚ࡋ �㛫� ᐇ㝿ࡢࣈࣛࢻࢻ࣮ࣇࡢάືࡣᮅࡢ㛫タᐃࡓࡋ㸧�

➨一次 �年生が作成した࣏スターからフードドライブのᴫ要を知り，自分たちも社会の課題解決の

ために行動してみようとする意ḧを持つとともに，フードドライブへの参加について家の

人と話をしてくることを課題とし，学⣭でඹ有する。（� 時間͌͌͌��� 時間目� 動⏬授業）�

➨二次 �年生が寄付した食品の実㝿について調ᰝをして気づいたことを話し合う。（�時間）�

➨୕次 地球のために今自分たちができることは何か，イࢹを出し合う。（�時間）�

մմ άືࢆ㏻࡚ࡋ⮬ศࡢࡕࡓ⏕άࢆぢࡍ┤ࡵࡘ�

題材のෑ㢌で子どもたちに，家にある食品を調て寄付できる食品があるか家の人と話をするよう投

げかけた。そして次の時間（➨一次２時間目）に学⣭で話し合い，その内容等をඹ有した。活動をきっ

かけとして家の食品を確認してみてわかったことがいろいろ出された中，フードドライブに寄付する㝿

「㈹ᮇ㝈が１ࣨ᭶௨上ඛの食品」というὀ意事㡯があったため，家の食品の㈹ᮇ㝈を確認したとい

う話題になった。௨ୗはその一部である。�

$ ඣ� 㠀ᖖ食のධっている⟽を見たら㈹ᮇ㝈が切れてた。㠀ᖖ食でも時間がたったら食なきࡷいけないࡡ，って話

した。�

% ඣ� カッࣉラーメンを⟽買いしてて，これいいࡷࡌんって思っていたんだけどよく見たら㈹ᮇ㝈が切れてて。食

てなかったんだなー。だめだなーって思った。�

& ඣ� ㈹ᮇ㝈は（切れても）食られるってゝってたんだけど，学❺でおやつ食てた時には，㈹ᮇ㝈が切れても

ᤞててたから家で食る時にはいいんだけど，そういうを㡸かっているところでは，食られないんࡷࡌない

かって思って。�

& ඣは自身の⤒㦂を重ࡡて，自分の家で食るのであれࡤ㈹ᮇ

㝈にこだわりすࡂることなく自分の判断で食るかどうかを決めて

もよいと㏙ている。しかし，食物のᏳ全性はにかかわる一大

事であることから，学❺では㈹ᮇ㝈が切れたら食ないという㑅

ᢥをしていた。自分や家᪘௨እの人がそれらの食物を食るとな

れࡤ，相手にᑐするᏳ全性を確ಖするために㈹ᮇ㝈の確認はᚲ要

である。今ᅇはフードドライブに出す食品であったため，㈹ᮇ㝈

をไ⣙する意が確認された。�

➨二次では実㝿に寄付された食品の調ᰝを行なった。（図 �）こ

の時，どのような方のඖにᒆけれࡤこれらの食品が有効活⏝できる

のか，また，どうしたら寄付ඛの方に↓事にᒆけることができるかを考えながら作業をしていた子ども

のጼが見られた。6'*V の目標 �� にあるように自分で㉎ධしたものには，使う㈐௵が生ࡌる。家にある

食品は，家᪘が食るものという↓意識の認識があるが，フードドライブの活動を通して物を有効にᚠ

環させるという㑅ᢥ⫥を新たに⋓得したとゝえる。�
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本校ではධ学ᙜึからたてわり⌜が⦅成され，�年生はその中のᑠࢢルーࣉ（�ࠥ�名）のリーダーと

なる。そのᑠࢢルーࣉの中の �年生とは࣌を組み，㐠動会やࡷࡌがいも᥀り等の行事や，ඣ❺会活動

としてのたてわり活動でともに活動する。�

家庭科では，こうしたᶵ会をとらえて活動ࡈとに気づきをಁしࣉリントに✚していく「� 年生リサ

ーチ」を実して �年生への理解を῝めていくとྠ時に，どうしたら � 年生のᏳ全ᇶ地になれるか，と

いう問いを投げかけ，問いにᑐする⟅えを探っていくことにした。これに伴い，ミシンの学習を生かし

てぞうきんやきんちࡷく⿄を࣌の１年生のために作る等の学習活動を行った。�

ղղ Ꮫ⩦ᣦᑟィ⏬㸦ᤵᴗ࡚ࡋ �� 㛫� ࡈάືࡢࡇ �ᖺ⏕ࣜࡿ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆࢳ࣮ࢧ㸧�

➨一次� �ࠥ�᭶� 授業として �時間� ᮅの時間 ��� 時間�

・ミシンの使い方を学習したᚋ，たてわり⌜の࣌の �年生にぞうきんを作る。（�時間）�

・ぞうきんをࣉレࢮントし，一⥴にぞうきんをしࡰってみる。（ᮅの時間 ��� 時間）�

➨二次� ��ࠥ�� ᭶� 授業として �時間�

・⿄の〇作の実習ᚋ，వりのᕸを活⏝して，࣌の �年生に⤥食のテーブルクࣟスをධれる⿄を作る。

（� 時間）�

➨୕次� �� ᭶（家庭学習）・�᭶� 授業として �時間� 学年活動として ��� 時間�

・（家庭学習）� 年生に出題する 6'*V クイࢬのᴫ要を考える。�

・スライドまたは⣬Ⱚᒃ方ᘧで 6'*V クイࢬを作る。（�時間）�

・作ったクイࢬをいに見合い，᥎ᩙする。（�時間）�

・� 年生にクイࢬを出題する。（学年活動 ��� 時間）�

➨ᅄ次� �᭶� 授業として �時間�

・どうしたら �年生のᏳ全ᇶ地になれるかという問いにᑐする⟅えを話し合う。（�時間）�

ձ ࠺┦ᡭࢆീࡽࡀ࡞ࡋసࡿ�

ミシンの学習で自分たちが学校で使⏝するぞうきんを作っていた

時の，一人の �年生のつࡪやきがこの実践のきっかけである。その

子どもは，自分たちが �年生の時に � 年生から手縫いのぞうきんを

�。ントされたことをぬえていたとゝうࢮレࣉ

を調ᰝしたり（図ࢬの子が使いやすいように手のひらサイ࣌

�），気にධってもらえるようにዲきなものをインタࣅューしてࡠ

いとりをしたりと，相手のᛂをணして႐んで受け取ってもらえ

るように気㐵うጼや，相手にࣉレࢮントするという意識を持つこと

で㈐௵感を持って取り組むጼが見られた。また �年生にΏすሙ㠃を

ീして┿に取り組むことで自身の理解が確かになっていく効果は大きかった。� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

��

㸱㸱�� ᚋᚋ࡚࡚ࡅࡅྥྥ�

今年度は家庭科の学習内容を持続可能な社会を実現するという視点からあみ直すことと，異学年との

かかわりを意識して学習に取り組むことを重点課題とした。実践する中で実感したことは，継続してാ

きかける✚み重ࡡの大切さと，社会の変化にᑐᛂして教ᖌが持っている᪤Ꮡの家庭科ほをあみ直してい

くᚲ要性である。�

➹⪅は家庭科という教科を「裁縫や調理等の実習をやってみる⤒㦂を通して，人やものとのかかわり

方を学ࡪ教科である」とᤊえた。新たな視点をあみ合わせていこうとする時，ྠ時にこれまで家庭科が

大切にしてきた学習内容の重要性がᨵめてᾋき᙮りになったことは発見であった。今ᚋも子どもたち

が生きていく社会を見据えて生活を創り出すᇶ本的な力を身につけさせるとともに，社会的な課題を自

分の生活とつなげてᤊえさせ，主体的に解決できるែ度を育むことを大切にしていきたい。� （ᒸ部）�

�
1 フードドライブとは，各家庭で使い切れないᮍ使⏝食品を持ち寄り，それらをまとめてフードࣂンクᅋ体や地域の⚟

♴設・ᅋ体等に寄㉗する活動のことである。 

ᅗ ��� ᖺ⏕ࡢᡭࢃྜࢬࢧࡽࡦࡢ

�ࢇࡁ࠺ࡒࡓࡗస࡚ࡏ
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ᅗ ��� ᖺ⏕ࡢᡭࢃྜࢬࢧࡽࡦࡢ

ࢇࡁ࠺ࡒࡓࡗస࡚ࡏ

ճ࠺┦ᡭをീࡽࡀ࡞ࡋసࡿ

㸱ࠉᚋ࡚ࡅྥ㸱ࠉᚋ࡚ࡅྥ

ղ学⩦ᣦᑟィ⏬㸦ᤵᴗ࡚ࡋ �� 㛫ࡢࡇࠉάືࡈ �ᖺ⏕ࣜࢳ࣮ࢧを⥅⥆ࡿ࠸࡚ࡋ㸧
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